
図
書
館
行
事
へ
の
参
加
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

紹介をした本を
借りる子どもたち

町
立
図
書
館
＊
学
校
図
書
館
の
連
携
で
、

「
本
を
読
む
子
ど
も
」
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

三
芳
町
立
図
書
館
は
、
平
成
14
年

４
月
、
文
部
科
学
省
主
催
の
「
第
１

回
『
子
ど
も
読
書
の
日
』
記
念
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
で
、
「
子
ど
も
読
書
活
動

優
秀
実
践
図
書
館
」
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
本
を
貸
す
だ
け
で
は
な

く
、
町
立
小
中
学
校
な
ど
と
積
極
的

に
連
携
し
「
町
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を

本
好
き
に
」
と
長
年
取
り
組
ん
で
き

た
実
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
20
年
９
月
、
町
立
図
書
館
の
シ

ス
テ
ム
更
新
工
事
に
伴
い
、
町
立
図

書
館
と
学
校
図
書
館
の
シ
ス
テ
ム
を
連

結
。
学
校
司
書
第
１
号
が
唐
沢
小
学
校

に
配
置
さ
れ
た
平
成
８
年
以
降
、
年
々

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
て
き
た
ソ
フ

ト
面
（
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
）
の
充

実
に
加
え
、
ハ
ー
ド
面
の
環
境
も
整
い

ま
し
た
。
国
内
の
多
く
の
公
立
学
校
図

書
館
が
、「
物
置
の
よ
う
で
機
能
し
て

い
な
い
」
と
い
う
悩
み
を
抱
え
る
中
、

こ
の
よ
う
に
児
童
生
徒
が
す
す
ん
で
活

用
し
て
い
る
学
校
図
書
館
を
築
い
て
い

る
例
は
少
な
く
、
子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
の
要
で
あ
る
環
境
整
備
に
取
り
組

む
自
治
体
の
先
進
事
例
と
し
て
も
、
三

芳
町
は
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

学
校
図
書
館
の
蔵
書
管
理
が

　

確
実
に

　

中
央
図
書
館
所
蔵
の
サ
ー
バ
ー
で
学

校
の
蔵
書
デ
ー
タ
を
管
理
す
る
の
で
、

学
校
図
書
館
の
正
常
稼
働
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
「
蔵
書
点
検
」
や
「
蔵

書
登
録
」
等
の
蔵
書
管
理
が
正
確
か
つ

円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

作
業
時
間
も
大
幅
に
短
縮
。司
書
教
諭
・

町
立
図
書
館
と

学
校
図
書
館
シ
ス
テ
ム
が
連
結

 身近に子どもの心を引きつける魅力的な本が
たくさんあること。
 身近に子どもと一緒に本の世界を楽しんでく
れ、おもしろい本を紹介してくれる大人がい
ること。
 心静かにリラックスできる時間と空間がある
こと。

読書を楽しむ子どもを
　　　　　　育てる環境とは？

図
書
主
任
教
諭
や
学
校
司
書
は
、
子
ど

も
と
本
を
結
ぶ
読
書
指
導
に
よ
り
力
を

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

町
の
財
産
で
あ
る
資
料
を

　

有
効
活
用

　

町
立
図
書
館
で
所
蔵
す
る
資
料
情
報

と
、「
図
書
全
件
マ
ー
ク
」（
出
版
さ
れ

る
全
て
の
図
書
の
詳
細
デ
ー
タ
）
を
、

学
校
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
学
校
図
書
館
で
購
入

す
る
本
を
選
ぶ
作
業
が
的
確
に
行
え
ま

す
。「
環
境
」「
福
祉
」
な
ど
テ
ー
マ
別

の
図
書
リ
ス
ト
作
成
も
可
能
と
な
り
、

授
業
で
役
立
つ
本
を
町
立
図
書
館
蔵
書

の
中
か
ら
選
ん
で
借
り
る
こ
と
が
容
易

に
な
り
ま
し
た
。
町
立
図
書
館
と
し
て

も
、来
館
す
る
教
師
や
子
ど
も
が
増
え
、

蔵
書
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
の
で
す
か

ら
嬉
し
い
限
り
で
す
。

■
団
体
貸
出
サ
ー
ビ
ス

　

団
体
登
録
を
し
た
ク
ラ
ス
に
、
学

級
文
庫
用
と
し
て
、
１
ク
ラ
ス
上
限
30

冊
、
90
日
間
、
団
体
貸
出
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
調
べ
学
習
授
業
や
読
書
案
内

行
事
で
学
校
が
本
を
集
め
て
い
る
場
合

に
も
、
出
来
る
限
り
支
援
で
き
る
体
制

を
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
ど
ん
な
連
携
を
？

シ
ス
テ
ム
連
結
の
成
果
は
？

■
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
授
業
の
学
校
訪
問

　

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
は
、「
子
ど
も
の

興
味
や
読
書
力
を
考
慮
し
て
選
ん
だ
数

冊
の
本
を
、
一
定
の
時
間
内
で
、
読
み

た
く
な
る
よ
う
に
紹
介
す
る
」
読
書
案

内
の
手
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

三
芳
町
で
町
立
図
書
館
司
書
に
よ
る

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
訪
問
が
始
ま
っ
た
の
は
、

平
成
４
年
の
こ
と
。
三
芳
小
学
校
１
〜

２
年
生
５
ク
ラ
ス
か
ら
依
頼
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
学
校
訪
問
の
件
数
は

年
々
増
加
し
、
平
成
20
年
度
に
は
、
小

学
校
３
校
の
47
ク
ラ
ス
に
実
施
。
平
成

21
年
度
は
、
小
学
校
４
校
と
中
学
校
１

校
の
73
ク
ラ
ス
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
終
了
後
、「
読
み
た

い
！
」「
貸
し
て
！
」
と
紹
介
し
た
本

に
群
が
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て

い
る
と
、
大
人
の
働
き
か
け
ひ
と
つ
で
、

子
ど
も
は
ど
ん
ど
ん
本
好
き
に
な
る
の

だ
と
い
う
実
感
が
わ
い
て
き
ま
す
。
町

立
図
書
館
の
「
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
」
に

は
、
学
校
で
紹
介
し
た
本
が
続
々
登
場
。

学
校
で
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
次

の
週
末
に
家
族
と
一
緒
に
町
立
図
書
館

に
来
て
く
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

イ
デ
ア
提
供
、
実
務
的
悩
み
や
相
談
…
。

活
気
に
溢
れ
る
時
間
の
中
で
、
各
自
が

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
、
自
校
の
担
当
教
諭
の
も
と
で

よ
り
よ
い
仕
事
に
取
り
組
み
ま
す
。
町

立
図
書
館
は
、
学
校
の
実
情
を
知
り
図

書
館
の
運
営
に
役
立
て
る
と
共
に
、
学

校
司
書
た
ち
に
適
切
な
情
報
や
ア
ド
バ

イ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

＊
「
町
の
図
書
館
に
行
け
ば
お
目
当
て

の
本
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
よ
。
行
っ

て
ご
ら
ん
！
」
。
そ
う
勧
め
て
く
れ
る

教
師
や
司
書
が
増
え
た
お
か
げ
で
、
た

く
さ
ん
の
小
中
学
生
が
町
立
図
書
館
に

来
て
く
れ
ま
す
。
本
好
き
な
子
を
育
て

る
大
人
た
ち
の
連
携
プ
レ
ー
。
本
を
身

近
に
感
じ
る
子
ど
も
が
確
実
に
増
え
ま

し
た
。

＊
放
課
後
、
調
べ
学
習
の
宿
題
を
や
り

に
図
書
館
に
駆
け
込
ん
で
く
る
子
ど
も

た
ち
。
目
次
と
索
引
を
上
手
に
使
い
、

ど
ん
ど
ん
調
べ
る
子
が
増
え
ま
し
た
。

「
ね
え
、
ど
う
や
っ
て
調
べ
る
の
？
」

と
聞
く
子
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
10
年
前

と
は
雲
泥
の
差
で
す
。
学
校
で
の
図
書

館
利
用
指
導
が
こ
ん
な
に
子
ど
も
を
育

て
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

中
央
図
書
館　

258

６
４
６
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
258

６
４
８
８

■
学
校
図
書
館
司
書
連
絡
会
議

「
学
校
図
書
館
教
育
推
進
委
員
会
」
の

一
部
（
事
務
局
／
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
）

　

月
１
回
、
主
に
中
央
図
書
館
会
議
室

で
、
町
内
司
書
の
研
修
及
び
連
絡
会
議

を
開
い
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
小

中
学
校
８
校
か
ら
司
書
８
名
、
町
立
図

書
館
司
書
１
名
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
担
当
指
導
主
事
１
名
の
10
名
。
臨

時
職
員
で
あ
る
学
校
司
書
に
、
こ
の
様

に
研
修
の
場
を
保
障
し
て
い
る
自
治
体

は
全
国
的
に
見
て
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
点
で
も
、
三
芳
町
は
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
蔵
書
に
加
え
た
い

図
書
の
情
報
交
換
、
読
み
聞
か
せ
・
ブ

ッ
ク
ト
ー
ク
な
ど
の
実
技
研
修
、
読
書

欲
を
刺
激
す
る
取
り
組
み
の
報
告
や
ア

学
校
と
の
連
携
が
進
み
、

こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち

唐
沢
小
学
校
４
年
生
へ
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

 

三
芳
中
学
校
１
年
生
へ
の

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

▲学校図書館司書連絡会

子どもたちに読書の喜びを

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

小　中　学　生　の
ベストリーダー本の中から



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

日 月 火 水 木 金 土

休

休

休

　これから忘年会、クリスマス、お正月、

新年会等と楽しいイベントが続きますが、

気を抜きすぎてしまうととんでもないこと

に…特にアルコールは食欲を促進する作用

があるので体重増の原因にも…ですので、

お酒を飲むときのおつまみの摂り方で注意

するべき点をいくつかご紹介します。

 おつまみに塩分の多いものや香辛料は、食欲を

より促進させるので控えましょう。

特に塩分はむくみの原因にもなります。

おつまみは 回噛むようにする。

 噛むことによってヒスタミンという物質が出て

食欲を抑えてくれます。

 乾き物や野菜サラダはおつまみには余り適しま

せん。

 肝臓により負担がかかってしまいます。良質の

たんぱく質を多く摂るようにしましょう。特に

…マグロ、ハマチ、サンマ等の青魚が理想です。

　 いかがでしょうか。身も心も健康的に、楽しい

イベントにしていきましょう。

＜＜ ＨＩＰＨＯＰ ＆ ＪＡＺＺ ＞＞

　少人数制レッスン（定員 15 名）で、一人ひと

りにより細やかな指導が可能となりました。

料金　4000 円／ 8回

予約方法　電話または直接来館

予約開始日　12 月 16 日 　10：00 ～

レッスン名　らくらく健康体操

日程　1／ 7.14.21.28、2 ／ 4.11.18.25

時間　11：15 ～ 12：15

担当者　溝越　　場所　武道場

このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、
様々な役立つ情報をみなさんにお届けします。
問い合わせ　スポーツ振興課（総合体育館内） 258-0311

　今月から２月まで「冬に備える３つの心得」
を紹介していきたいと思います。
今月は「おつまみの摂り方」です。

日曜日16：00～17：00・講師：山根有美子

　このレッスンは、ヒップホップとジャズダンス

の初心者用クラスです。かっこいい音楽に合わせ

て踊るダンスのクラスで、ヒップホップとジャズ

の２種類のダンスを楽しめます。週に1本の貴重

レッスンですので、ぜひご参加ください。

　

　

地
区
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
、
発
表
会

が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
秋
も
過
ぎ
、
三
芳

町
立
中
学
校
の
各
部
活
動
は
、
１
・
２

年
生
が
中
心
と
な
り
次
の
目
標
に
向
か

っ
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
中
学
校
の
運
動
場
を
の
ぞ
い
て

み
る
と
、
元
気
に
声
を
出
し
て
い
る
中

学
生
の
中
に
、
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
て

い
る
コ
ー
チ
の
姿
が
見
え
ま
す
。
顧
問

の
先
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
お

住
ま
い
の
外
部
指
導
者
の
方
で
す
。

「
い
い
動
き
だ
！
」

「
今
の
は
、
こ
う
や
っ
て
打
ち
返
す
ん

だ
よ
。
」

熱
心
に
生
徒
の
よ
い
動
き
を
賞
讃
し
た

り
技
術
指
導
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
の
度
に
、
生
徒
の
真
剣
な
顔
が
一
層

引
き
締
ま
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、

「
技
術
が
上
達
し
、
よ
い
結
果
に
も
つ

な
が
る
の
で
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
」

「
返
事
の
声
が
小
さ
か
っ
た
り
歩
い
て

集
合
し
た
り
す
る
と
叱
ら
れ
ま
す
が
、

気
持
ち
が
い
い
で
す
。
」

「
顧
問
の
先
生
と
は
、
ま
た
違
っ
た
意

味
で
相
談
し
や
す
い
存
在
で
す
。
」

と
、
口
々
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

顧
問
の
先
生
も
、

「
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
た
言
葉
か
け

が
、
技
術
の
向
上
だ
け
で
な
く
生
徒
の

心
に
も
響
く
よ
う
で
す
。
」

と
信
頼
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

外
部
指
導
者
の
方
ご
自
身
も
、

「
自
分
の
経
験
が
、
技
能
の
上
達
だ
け

で
な
く
、
生
徒
た
ち
の
人
と
し
て
の
成

長
に
一
役
買
え
た
と
実
感
で
き
る
と
き

が
幸
せ
で
す
。
」

と
、
そ
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

世
代
を
超
え
た
ふ
れ
あ
い
が
、
単
に

技
術
・
技
能
の
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、

教
育
の
目
標
で
あ
る
人
格
の
形
成
に
も

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
す
べ
て
の
町

立
中
学
校
で
行
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の

外
部
指
導
者
の
方
が
、
生
徒
と
と
も
に

汗
を
流
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
に
と
っ
て
、
授
業
と
と
も
に

学
校
生
活
の
両
輪
を
成
す
大
切
な
部
活

動
。
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
も
、
学

習
意
欲
の
向
上
や
責
任
感
、
連
帯
感
の

涵
養
に
資
す
る
よ
う
、
そ
の
充
実
が
謳

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
立
中
学
校
の
部
活
動
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
ま
す
ま
す
充
実
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

教育トピックス

地
域
の
力
を
活
か
し
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！
部
活
動

　

最
近
の
図
書
館
で
大
変
よ
く
借
り
ら
れ
て
い
る
の
が
、
落
語

の
Ｃ
Ｄ
（
約
１
３
０
点
所
蔵
）
で
す
。
で
も
、
た
だ
聞
い
て
い

る
だ
け
じ
ゃ
あ
物
足
り
な
い
。
こ
ん
な
本
を
紐
解
い
て
、
落
語

の
世
界
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

図
書
館
の
本
棚
よ
り
「
落
語
」
を
も
っ
と
楽
し
む
本

【
一
般
書
】
『
落
語
（
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
）
』

橘
左
近 

著

実
業
之
日
本
社　

２
０
０
７
年
６
月
発
行

請
求
記
号　

７
７
９
タ
チ

 

「
寄
席
文
字
」
橘
流
の
第
一
人
者
が
著
し

た
、
落
語
を
楽
し
む
た
め
の
案
内
書
。
落
語

の
歴
史
か
ら
古
典
落
語
傑
作
選
、
さ
ら
に
は

昭
和
黄
金
期
を
彩
っ
た
懐
か
し
の
芸
人
た
ち

の
表
裏
ま
で
紹
介
し
興
味
深
い
。

【
一
般
書
】　

こ
の
落
語
家
を
聴
け
！　

－

い
ま
、
観
て
お
き
た

　

い
噺
家

人

－

』

広
瀬
和
生 

著

ア
ス
ペ
ク
ト　

２
０
０
８
年
７
月
発
行

請
求
記
号　

７
７
９
ヒ
ロ

　

談
志
・
小
三
治
・
志
の
輔
・
談
春
…
。

新
世
紀
落
語
家
た
ち
の
魅
力
を
、
年
間

１
５
０
０
席
以
上
の
高
座
を
観
る
著
者
が
実

況
解
説
。
昔
の
名
人
の
落
語
Ｃ
Ｄ
な
ぞ
後
で

聞
け
。
今
の
落
語
を
観
に
行
こ
う
！

【
一
般
書
】
『
落
語
の
い
き

－

江
戸
古
典
落
語
の
真
髄

－

第
１
巻
（
小
学

　

館　

Ｄ
Ｖ
Ｄ　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
）
』

小
学
館　

２
０
０
９
年
２
月
発
行

請
求
記
号　

７
７
９
ラ
ク

　

日
本
人
の
様
々
な
人
生
を
見
せ
る
古
典

落
語
を
、
人
気
噺
家
の
ラ
イ
ブ
映
像
と
解
説

記
事
で
紹
介
。
第
１
巻
で
は
「
二
番
煎
じ
」

「
茶
の
湯
」
な
ど
の
「
お
店
噺
」
を
取
り
上

げ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
台
本
も
掲
載
。

休

12月 の 予 定

竹間沢
分館の
み休み

休 休

★ ★

竹間沢
分館の
み休み

竹間沢
分館の
み休み 休

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム
第 金曜日　（保護者同伴）　
： ～ ： 　 ヶ月～ 歳
： ～ ： 　 ・ 歳～

　第 火曜日　 ： ～ ： 　 ～ 歳
※ 12月の「としょかん・くらぶ」はお休
みします。

★図書館・クリスマス会　参加者募集
＜内容＞大型絵本、人形劇、歌など。楽
　しく本を紹介します。
～ 歳の部（保護者同伴） は同じ内容
　 午前の部　 ： ～ ： 　親子 組
　 午後の部　 ： ～ ： 　親子 組
歳～小学生の部 は同じ内容
　 午前の部　 ： ～ ： 　子ども 人
　 午後の部　 ： ～ ： 　子ども 人
＜申込み＞ 月 日 より中央図書館で受付。
　本人か家族のみ申し込めます。電話不可。

〈竹間沢分館〉
　 月の「スイミーおはなし会」（第 木曜
日／ ： ～ ： ／ 歳～小学生）と、「竹
間沢ぐりぐらタイム」（第 火曜日／ ：
～ ： ／ ～ 歳）は、お休みします。

　

明
治
と
い
う
時
代
は
、
欧
米
列
強
の

国
々
に
追
い
つ
こ
う
と
役
人
の
み
な
ら

ず
国
中
が
力
を
発
揮
、
近
代
国
家
建
設

に
向
か
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
純
農

村
の
三
芳
に
お
い
て
も
、
農
民
た
ち
が

近
代
国
家
発
展
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、

農
産
物
の
海
外
輸
出
し
よ
う
と
い
う
希

望
を
掲
げ
て
い
た
。「
永
久
物
産
会
社
」

と
い
う
会
社
が
三
芳
村
誕
生
の
七
年
前
、

明
治
十
五
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

埼
玉
県
令
（
現
在
の
知
事
）
に
だ
さ

れ
た
「
永
久
物
産
社
」
設
立
の
趣
意
書

に
は
、
概
ね
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。
開
国
か
ら
二
十
年
以
上
を
経
て
、

我
が
国
は
人
々
が
英
知
を
持
っ
て
団
結

し
殖
産
に
従
事
し
、
欧
米
に
並
立
せ
ん

と
気
運
を
高
め
て
き
た
。
我
ら
も
同
志

と
論
議
し
、
貿
易
の
均
衡
を
図
り
、
国

を
豊
か
に
す
る
一
翼
を
担
う
た
め
、
製

糸
や
製
茶
等
の
農
産
物
を
海
外
に
国
内

外
に
輸
出
し
、
公
利
公
益
を
得
、
国
内

同
胞
兄
弟
と
共
に
幸
福
を
得
ん
こ
と
を

希
求
し
会
社
を
設
立
し
た
と
あ
る
。
志

の
実
に
高
い
設
立
趣
旨
と
な
っ
て
い
る
。

　

設
立
者
は
、
上
富
在
住
の
松
本
長
次

他
十
四
名
の
連
名
と
な
っ
て
い
る
。
概

ね
、
現
在
の
上
富
永
久
保
地
区
の
農
業

者
の
祖
先
の
方
々
で
あ
る
。

　

永
久
物
産
社
会
社
規
約
は
二
十
七
条

か
ら
な
っ
て
お
り
、
第
四
条
に
は
、
資

本
金
壱
萬
円
と
定
め
、
五
円
を
一
株
と

し
て
二
〇
〇
株
を
発
行
し
て
い
る
。
第

一
四
条
か
ら
一
五
条
に
は
会
社
役
員
の

こ
と
が
書
か
れ
、
同
会
社
株
券
を
二
〇

株
以
上
所
有
す
る
も
の
の
う
ち
三
名
を

監
事
と
し
、
そ
の
三
名
の
中
か
ら
選
挙

に
よ
っ
て
社
長
を
選
任
し
た
。
そ
し
て
、

任
期
は
一
年
、
毎
年
選
挙
で
選
ば
れ

た
。
極
め
て
民
主
的
な
方
法
が
採
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
維
新

か
ら
わ
ず
か
十
数
年
し
か
経
て
お
ら
ず
、

ま
だ
憲
法
も
で
き
て
い
な
い
時
代
で
あ

る
が
、
す
で
に
自
由
民
権
な
ど
の
動
き

が
、
三
芳
な
ど
の
農
村
地
帯
に
も
浸
透

し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

第
七
条
に
は
、
お
も
に
営
業
内
容
や
売

買
す
る
商
品
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
製
糸

す
な
わ
ち
絹
糸
を
と
る
繭
玉
、
薪
炭
、
茶
、

雑
穀
を
主
に
商
い
、
物
品
の
預
か
り
や
金

融
も
業
務
と
し
た
。
製
糸
は
、
お
茶
と
陶

器
と
並
び
、
明
治
近
代
国
家
の
主
要
な
海

外
輸
出
品
で
あ
っ
た
。
三
芳
で
も
、
雑
木

林
や
屋
敷
林
の
林
の
際
の
畑
に
は
桑
や
茶

が
盛
ん
に
植
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
、

当
時
の
地
図
か
ら
わ
か
る
。
薪
炭
も
、
家

庭
用
燃
料
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
近
代

国
家
の
動
力
と
し
て
発
達
し
つ
つ
あ
っ
た

蒸
気
機
関
に
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

必
需
的
な
商
品
で
、
雑
木
林
の
樹
木
は
高

値
で
商
品
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

近
代
国
家
発
展
に
か
け
た
絹
や
茶
、
蒸

気
機
関
燃
料
、
江
戸
時
代
の
開
拓
地
の
恵

み
が
、
明
治
近
代
国
家
の
経
済
発
展
に
貢

献
、
そ
し
て
農
業
も
国
の
礎
と
し
て
大
い

に
発
展
し
て
い
っ
た
。
食
糧
自
給
率
の
低

下
や
農
業
経
済
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
現
代

と
は
ず
い
ぶ
ん
違
い
、
農
業
は
生
き
生
き

と
躍
動
し
て
い
た
時
代
の
話
で
あ
る
。

三
芳
村
誕
生
一
二
〇
年

－

永
久
物
産
社
へ
の
夢

－

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

休

少人数制レッスン


